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様式第５ 法第48条第１項第６号関係（地域森林計画区域の変更関係） 

 

森林法第５条第１項の規定によりたてられた 

地域森林計画の対象とする森林の区域の変更に関する事項 
 
（注）森林法の特例措置（地域森林計画区域の変更）を必要とする場合に記載すること。 
 
復興整備計画に記載する事項 

 

大槌・気仙川森林計画区 

                         単位 ha 

区分 変更前森林面積 変更後森林面積 備考 

総数 １０２，４６５ha １０２，４４７ha  

大 船 渡 市 ２４，６９６ ２４，６９６  

陸 前 高 田 市 １７，０７６ １７，０７２ △３．９３ha

住 田 町 ２２，６４８ ２２，６４８  

釜 石 市 ２９，２４７ ２９，２３３  

大 槌 町 ８，７９８ ８，７９８  

市
町
村
別
内
訳 

   

注1 市町村別に記載するほか、森林計画区ごとに変更前と変更後の森林面積の合計を記載する。 

注2 地域森林計画の対象とする森林の区域は森林計画図において表示する区域内の民有林とする旨記載する。 

 

添付書類 

「地域森林計画及び国有林の地域別の森林計画に関する事務の取扱いの運用について」（平成 12年 5月

8 日付け 12 林野計第 188 号林野庁長官通知）の附録第 6 号により作成した変更する区域に係る森林計

画図。 
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様式５ 添付資料 

津波復興拠点整備事業（高田東地区） 
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様式第５－２ 法第48条第１項第6号関係（地域森林計画区域の変更の協議関係） 

 

森林法第５条第１項の規定によりたてられた 

地域森林計画の対象とする森林の区域の変更に関する事項 
 
（注）森林法の特例措置（地域森林計画区域の変更）を必要とする場合に記載すること。 
 
協議に関する事項 

単位 ha 

所    在 

市町村 大字 字 地番 

復興整備事業の 

名称及び種類 
面   積 備  考 

陸前高田

市 
高田町 太田 11-3 他 

名称：津波復興拠点整備事

業（高田東地区） 

種類：津波復興拠点整備事

業 

３．９３ 

事業区域 9.2ha 

うち対象森林 5.07ha

開発行為 3.93ha

残置森林 1.14ha

※面積は GIS 計測値 

注1 地域森林計画区域の変更を要する土地の範囲は、復興整備事業の実施により、森林を他の用途に供する箇

所又は他の用途の土地を森林とする箇所とする。 

注2 所在欄は復興整備事業の実施区域ごとに地域森林計画区域の変更を行う箇所の所在を記載する。 

注3 復興整備事業の名称及び種類欄には実施する復興整備事業の名称及び種類を記載する。 

注4 面積欄には、事業区域のうち、地域森林計画区域の変更を行う面積を記載する。なお、面積は、小数第２

位まで記載し、第３位以下を四捨五入すること。 

注5 備考欄には、事業区域のうち地域森林計画の対象とする森林の面積などその他必要な事項を記載する。 

添付書類 

１ 復興整備事業の名称及び種類を明示した実施区域及び地域森林計画区域の変更を要する土地

の区域を記載した森林計画図 

２ 土地の形質の変更を行う区域、施設又は工作物の種類ごとの位置が記載された図面（森林を

他の用途に供する場合に限る。） 

３  復興整備事業に関する事項が記載された書面 
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様式５-２ 添付資料 

津波復興拠点整備事業（高田東地区） 
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添付書類 

２ 土地の形質の変更を行う区域、施設又は工作物の種類ごとの位置が記載された図面（森林を

他の用途に供する場合に限る。）（一団地の津波防災拠点市街地形成施設（高田東地区）に係る

都市計画決定（案）） 

 



 

 - 20 -

添付書類 

３ 復興整備事業に関する事項が記載された書面 

（一団地の津波防災拠点市街地形成施設（高田東地区）に係る都市計画決定（案）） 

 ※平成２５年１月末都市計画決定予定 

－

－

約　４．７ha

種　　別 幅　　員 延　　長 備　　考

地区内幹線道路 16ｍ 約　523ｍ

種　　別 面　　積

緑地 3.6ha

「区域、公益的施設及び公共施設の位置は計画図表示の通り」

面　　　積

名　　称

理由
　本市の中心部であった陸前高田駅を中心とした市街地は、東日本大震災による津波被害により住宅、公益
施設、業務施設の大部分が流出していることに加え、防災拠点施設も壊滅していることから、当地区の復興
と防災機能の早期回復が全面的に必要である。
　このことから、津波が発生した場合においても市民及び来街者の安全を確保するため、避難場所や救援物
資の受け入れ・分配、救護・介護等の防災機能を担う防災拠点施設を本案のように決定する。

３０／１０以下

公園及び緑地

名　　称

地区周辺部は周辺地域との調和と避難に配慮し、森林の保全、法面の緑化ととも
に避難通路を備えた緑地として整備する。

約　４．５ha

建築物の延べ面積の敷地面積に対する
割合の最高限度若しくは最低限度

特定業務施設

上水道　　陸前高田市水道により区域全体に給水する。

道路

　　　　②汚水：陸前高田市公共下水道に接続する。

名　　　称

位　　　置

一団地の津波防災拠点市街地形成施設（高田東地区）

陸前高田市高田町字太田、字長砂の各一部

約　９．２ha

防災拠点施設を配置する。

住宅施設

下水道　①雨水：小泉川に放流する。

６／１０以下

建築物の高さの最高限度若しくは最低
限度

住
宅
施
設
、

特
定
業
務
施
設
又
は
公
益
的
施
設

及
び
公
共
施
設
の
位
置
及
び
規
模

その他の公共施設

備
考

小計

公益的施設

（仮）高田東幹線

備　　考

公
共
施
設

建築物の建築面積の敷地面積に対する
割合の最高限度

３０ｍ以下

 

 


